
JP 2009-542072 A5 2010.7.22

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年7月22日(2010.7.22)

【公表番号】特表2009-542072(P2009-542072A)
【公表日】平成21年11月26日(2009.11.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-047
【出願番号】特願2009-515951(P2009-515951)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ   1/707    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｊ  13/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月7日(2010.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナビゲーション信号のために拡散変調波形の交差スペクトル項を低減する方法であって
、
　前記拡散した波形の一時的に連続した第１及び第２の部分を生成するステップを含んで
おり、該第１の部分は、第１の位相状態と第２の位相状態とを有する第１及び第２のＢＯ
Ｃ信号（４０４、４１８）のそれぞれの第１部分の付加的な結合を示し、該第２の部分は
、該第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）のそれぞれの第２部分の付加的な結合
を示し、該それぞれの第２部分は、前記第１位相状態とは反対の第２位相状態を有してい
る、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の少なくとも第１のそれ
ぞれの部分が、前記少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の少なくと
も現在のそれぞれの部分の所定の遷移（４０８、４１６）に従って、前記第１の位相状態
を有することを決定するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の少なくとも現在のそれ
ぞれの部分の所定の遷移（４０８、４１６）が同じである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の少なくとも現在のそれ
ぞれの部分が、少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の所定数のチッ
プを含む、請求項１から３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の少なくとも第１のそれ
ぞれの部分が、拡散信号の期間にわたる少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、
４１８）の所定数のチップを含む、請求項１から４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）が少なくとも３つの信号を含
む、請求項１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
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　第１及び第２のＢＯＣ波形（４０４、４１８）からＣＢＯＣ波形を生成する方法であっ
て、該ＣＢＯＣ波形が、少なくとも２つの所定の時間区間にわたって平均された第１及び
第２のＢＯＣ波形（４０４、４１８）の電力スペクトル密度の少なくとも低減された交差
スペクトル項を含む所定の電力スペクトル密度を有しており、少なくとも２つの所定の時
間区間の後続する所定の時間区間にわたる第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）
の状態が、少なくとも２つの所定の時間区間の現在の所定の時間区間にわたる第１及び第
２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の状態と相補形になるように手配するステップを含む
方法。
【請求項８】
　前記手配するステップは、少なくとも２つの所定の時間区間にわたる第１及び第２のＢ
ＯＣ波形（４０４、４１８）の電力スペクトル密度の少なくとも第１及び第２の相補形の
交差スペクトル項を生成するものである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも２つの所定の時間区間にわたって平均された第１及び第２のＢＯＣ波形（４
０４、４１８）の電力スペクトル密度の少なくとも低減された交差スペクトル項を備える
所定の電力スペクトル密度が、少なくとも２つの所定の時間区間にわたって平均された第
１及び第２のＢＯＣ波形（４０４、４１８）の電力スペクトル密度の実質的にゼロの交差
スペクトル項を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも一時的に連続した第１及び第２の部分を含む信号を生成する手段を含む信号
生成器（６００）であって、該第１の部分は、第１の位相状態と第２の位相状態とを有す
る第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）のそれぞれの第１部分の付加的な結合を
示し、該第２の部分は、該第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）のそれぞれの第
２部分の付加的な結合を示し、該それぞれの第２部分は、前記第１位相状態とは反対の第
２位相状態を有している、信号。
【請求項１１】
　前記少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の少なくとも現在のそれ
ぞれの部分が、少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の少なくとも現
在のそれぞれの部分の所定の遷移に従って、前記第１の位相状態を有することを決定する
手段を含む、請求項１０に記載の信号生成器。
【請求項１２】
　前記少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の少なくとも現在のそれ
ぞれの部分の所定の遷移が同じである、請求項１１に記載の信号生成器。
【請求項１３】
　前記少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の少なくとも現在のそれ
ぞれの部分が、少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の所定数のチッ
プを含む、請求項１０から１２のいずれかに記載の信号生成器。
【請求項１４】
　少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の少なくとも現在のそれぞれ
の部分が、拡散信号の期間にわたる少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１
８）の所定数のチップを含む、請求項１０から１３のいずれかに記載の信号生成器。
【請求項１５】
　少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）が少なくとも３つの信号を備
える、請求項１０から１４のいずれかに記載の信号生成器。
【請求項１６】
　第１及び第２のＢＯＣ波形（４０４、４１８）からＣＢＯＣ波形を生成し、該ＣＢＯＣ
波形が、少なくとも２つの所定の時間区間にわたって平均された第１及び第２のＢＯＣ波
形（４０４、４１８）の電力スペクトル密度の少なくとも低減された交差スペクトル項を
含む所定の電力スペクトル密度を有する信号生成器であって、少なくとも２つの所定の時
間区間の後続の所定の時間区間にわたる第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の
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状態が、少なくとも２つの所定の時間区間の現在の所定の時間区間にわたる第１及び第２
のＢＯＣ信号（４０４、４１８）の状態と相補形になるように手配する手段を含むもので
ある、信号生成器。
【請求項１７】
　前記手配する手段は、少なくとも２つの所定の時間区間にわたる前記第１及び第２のＢ
ＯＣ波形（４０４、４１８）の電力スペクトル密度の少なくとも第１及び第２の相補形の
交差スペクトル項を生成するものである、請求項１６に記載の信号生成器。
【請求項１８】
　少なくとも２つの所定の時間区間にわたって平均された第１及び第２のＢＯＣ波形（４
０４、４１８）の電力スペクトル密度の少なくとも低減された交差スペクトル項を含む所
定の電力スペクトル密度が、少なくとも２つの所定の時間区間にわたって平均された前記
第１及び第２のＢＯＣ波形（４０４、４１８）の電力スペクトル密度の実質的にゼロの交
差スペクトル項を含む、請求項１７に記載の信号生成器。
【請求項１９】
　少なくとも一時的に連続した第１及び第２の部分を含む信号であって、該第１の部分は
、第１の位相状態と第２の位相状態とを有する第１及び第２のＢＯＣ信号（４０４、４１
８）のそれぞれの第１部分の付加的な結合を示し、該第２の部分は、該第１及び第２のＢ
ＯＣ信号（４０４、４１８）のそれぞれの第２部分の付加的な結合を示し、該それぞれの
第２部分は、前記第１位相状態とは反対の第２位相状態を有している、信号。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の信号を受信するように適応された手段を含む装置。
【請求項２１】
　請求項１から９のいずれかに記載の方法によって生成される信号を受信するように適応
された手段を含む装置。
【請求項２２】
　システムによって生成される信号を受信するように適応された手段を含む、請求項１０
から１８のいずれかに記載の装置。
【請求項２３】
　先行する請求項のいずれかに記載の方法、システムもしくは装置、送信機、又は受信機
を実行する実行可能命令を含むプログラム、又は、先行する請求項のいずれかに記載の信
号を生成する実行可能命令を含むプログラム。
【請求項２４】
　請求項２３に記載のプログラムを記憶する機械読み取り可能記憶装置。
【請求項２５】
　前記それぞれの第１部分の付加的な結合は、前記第１及び第２のＢＯＣ信号の時分割部
分であり、前記それぞれの第２部分の付加的な結合は、前記第１及び第２のＢＯＣ信号の
時分割部分である、請求項１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記それぞれの第１部分の付加的な結合は、前記第１及び第２のＢＯＣ信号の時分割部
分であり、前記それぞれの第２部分の付加的な結合は、前記第１及び第２のＢＯＣ信号の
時分割部分である、請求項１０に記載の信号生成器。
【請求項２７】
　前記それぞれの第１部分の付加的な結合は、前記第１及び第２のＢＯＣ信号の時分割部
分であり、前記それぞれの第２部分の付加的な結合は、前記第１及び第２のＢＯＣ信号の
時分割部分である、請求項１９に記載の信号。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２９】
　上記で論議されたように、時間多重化の代案としての合成２値オフセット搬送波（ＢＯ
Ｃ）信号において、信号は、各拡散記号について２つ以上のＢＯＣ成分の加法的結合を介
して形成される。このようにして、各拡散記号は、２成分の場合で、ＢＯＣ（ｎ，ｍ）成
分の部分α及びＢＯＣ（ｋ，ｍ）成分の部分βを含むスペクトルを有する。双方の成分は
同じ拡散符号（チップ）周波数（拡散符号要素の同じ持続時間）を有することに注目され
たい。従って、合成複素スペクトルＳＣ（ω）は、次のようになる。
　ＳＣ（ω）＝α・Ｈｎ，ｍ（ω）＋β・Ｈｋ，ｍ（ω）　　（５）
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　従って、本発明の実施形態は信号を生成する方法を提供する。この方法は、信号の少な
くとも第１及び第２の部分を生成するステップを備える。第１の部分は、第１の位相状態
を有する少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号の少なくとも第１のそれぞれの部分から誘
導されるか、前記少なくとも第１のそれぞれの部分の特性を少なくとも有し、第２の部分
は、第１の位相状態と相補形である第２の位相状態を有する前記少なくとも第１及び第２
の信号の少なくとも第２のそれぞれの部分から誘導されるか、前記少なくとも第２のそれ
ぞれの部分の特性を有する。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　他の実施形態は、信号の少なくとも現在の部分に対して信号の少なくとも後続の部分を
生成する手段を備える信号生成器を提供する。現在の部分は、第１の位相状態を有する少
なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号の少なくとも現在のそれぞれの部分から誘導されるか
、前記少なくとも現在のそれぞれの部分の特性を少なくとも有するか、前記少なくとも現
在のそれぞれの部分に関連づけられる。生成する手段は、第１の位相状態と相補形である
位相状態を有する少なくとも第１及び第２の信号の少なくとも後続の部分を結合する手段
を備える。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　実施形態は、信号の少なくとも現在の部分に対して信号の少なくとも後続の部分を備え
、現在の部分が、第１の位相状態を有する少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号の少なく
とも現在のそれぞれの部分から誘導されるか、前記少なくとも現在のそれぞれの部分の特
性を有するか、前記少なくとも現在のそれぞれの部分に関連づけられ、前記少なくとも後
続の部分に関連づけられた少なくとも第１及び第２のＢＯＣ信号の少なくとも後続の部分
の位相状態が第１の位相状態と相補形である信号を提供する。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　本発明の実施形態の更なる態様は、本明細書で同定される送信信号を処理するために同
定される受信機アーキテクチャを提供する。全ての信号成分を実質的に同時に処理する単
一チャネルを有する実施形態が実現され得る。代案として、又は追加として、複数のチャ
ネルを有し、個々の信号成分がそれぞれのチャネルによって別々に処理される実施形態が
実現され得る。そのような処理が最大の信号対雑音比を提供するように最適化される必要
がないことを当業者は理解するであろう。
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